
(57)【要約】

【課題】感知する温度が迅速に熱バランスに達し、及び

快速に導熱され、それによって正確な温度が快速に表れ

る体温計の構造を提供する。

【解決手段】体温計の測定端１の金属ヘッド２内に、導

線５自身の自然な弾力性または導熱性のいい粘着剤３を

運用し、センサー４及び接続される導線５の全部または

大部分を金属ヘッド２の内壁に緊密に接触させ、それに

よって導線５部分はセンサー４周囲の熱が流失する部分

にならないようになり、更に進んで熱補償の来源になり

、金属ヘッド２が測定時に外界の測定される人の自然加

熱によって熱バランスが達した場合、導線５は金属ヘッ

ド２内部に緊密に接着しているので、それの熱バランス

も直ちに達成され、かつセンサー４周囲の熱バランスも

より容易に達成され、快速に正確な温度を表わし、測定

時間を短縮することができる迅速に反応する電子体温計

である。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
迅 速 に 反 応 す る 電 子 体 温 計 で あ っ て 、 そ の 体 温 計 本 体 の 測 定 端 端 部 に は 粘 着 剤 に よ っ て 金
属 ヘ ッ ド が 結 合 さ れ 、 金 属 ヘ ッ ド の 中 に は 温 度 セ ン サ ー 及 び 温 度 セ ン サ ー と 接 続 さ れ る 導
線 が 置 か れ 、
セ ン サ ー 及 び 接 続 さ れ る 導 線 を 金 属 ヘ ッ ド の 内 壁 に 緊 密 に 接 触 し 、 導 線 部 分 を セ ン サ ー 周
囲 の 熱 が 流 失 す る 部 分 に な ら な い よ う に し 、 熱 の 補 償 来 源 に な る よ う に し 、 そ れ に よ っ て
正 確 な 温 度 を 迅 速 に 表 し 、 測 定 に 必 要 な 時 間 を 短 縮 す る こ と を 特 徴 と す る 迅 速 に 反 応 す る
電 子 体 温 計 。
【 請 求 項 ２ 】
セ ン サ ー 及 び 接 続 さ れ る 導 線 の 全 部 ま た は 大 部 分 は 金 属 ヘ ッ ド の 内 壁 に 緊 密 に 接 触 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 迅 速 に 反 応 す る 電 子 体 温 計 。
【 請 求 項 ３ 】
導 線 の 前 半 は 直 接 貼 り 付 け ら れ 、 後 半 分 は コ イ ル 状 に な っ て 金 属 ヘ ッ ド の 内 壁 に 緊 密 に 接
触 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 迅 速 に 反 応 す る 電 子 体 温 計 。
【 請 求 項 ４ 】
金 属 ヘ ッ ド 内 に は 金 属 ヘ ッ ド の 内 腔 壁 と 密 接 す る 導 熱 係 数 の 低 い 硬 質 ま た は 軟 質 の 固 定 材
が 設 け ら れ 、 そ れ は 導 線 を 固 定 可 能 で あ り 、 か つ 粘 着 材 の 支 え に も な る こ と が 可 能 で あ り
、 粘 着 材 が 金 属 ヘ ッ ド の 前 端 内 に 流 れ 込 む こ と を 防 ぎ 、 そ の 固 定 材 が ま だ 金 属 ヘ ッ ド 内 に
詰 め 込 ん で い な い 前 、 そ れ は 直 径 が 金 属 ヘ ッ ド の 内 径 よ り も 大 き い 立 体 の 半 円 球 状 で あ り
、 金 属 ヘ ッ ド に 詰 め 込 ま れ る と 固 定 材 の 周 辺 環 側 と 金 属 ヘ ッ ド の 接 触 面 積 は 小 さ く な り 、
熱 容 積 を 効 果 的 に 減 少 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 迅 速 に 反 応 す る 電 子
体 温 計 。
【 請 求 項 ５ 】
導 線 は 金 属 ヘ ッ ド の 内 径 よ り 大 き い コ イ ル 状 の も の で 、 回 す よ う に 金 属 ヘ ッ ド 内 に 詰 め 込
ま れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 迅 速 に 反 応 す る 電 子 体 温 計 。
【 請 求 項 ６ 】
測 定 端 端 部 と 金 属 ヘ ッ ド が 結 合 す る 端 部 の 外 側 に は 凹 溝 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 迅 速 に 反 応 す る 電 子 体 温 計 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 迅 速 に 反 応 す る 電 子 体 温 計 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
伝 統 的 電 子 体 温 計 で 体 温 を 測 定 す る 場 合 は か な り 時 間 が か か り 、 １ ９ ８ ０ 　 ～ １ ９ ９ ０ 年
代 の 一 部 の 改 良 型 電 子 体 温 計 は 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る が 、 そ の 多 く は 値 段 の 高 い 部
品 を 使 用 し て い る 。 近 来 の 電 子 体 温 計 の 改 善 で は 、 そ れ の 運 用 原 理 の 主 要 は 熱 容 量 の 縮 小
、 及 び 温 度 の 測 定 に 使 わ れ る セ ン サ ー 及 び そ れ の 周 囲 付 近 の 熱 が 金 属 ヘ ッ ド を 通 じ て 大 量
に 別 の 部 分 へ 流 失 す る こ と の 減 少 が 重 視 さ れ 、 そ れ に よ っ て セ ン サ ー 付 近 は 迅 速 に 熱 バ ラ
ン ス に 達 し て 測 定 時 間 が 短 縮 さ れ る 。 と こ ろ が 良 好 な 熱 バ ラ ン ス 及 び 導 熱 効 果 を 達 成 す る
に は 、 各 部 品 の 体 積 を 効 果 的 に 縮 小 し な け れ ば な ら な く 、 そ の た め に 材 料 コ ス ト が 増 え て
し ま い 、 熱 バ ラ ン ス の 達 成 速 度 に つ い て も 、 金 属 端 部 及 び 内 部 の 充 填 介 体 が そ の 他 部 分 に
対 し て 大 量 に 熱 を 伝 導 し 、 熱 バ ラ ン ス の 迅 速 達 成 を 影 響 す る 可 能 が あ る 他 、 セ ン サ ー に 接
続 さ れ て 主 要 回 路 と の 結 合 に 使 わ れ る 金 属 導 線 も 導 熱 性 が 良 い の で 、 そ の 構 造 中 の セ ン サ
ー は 付 近 か ら 外 へ 熱 エ ネ ル ギ ー が 流 失 す る 主 要 部 分 に な る 可 能 が あ り 、 こ れ は 本 発 明 以 前
の 体 温 計 の 設 計 時 に 考 慮 さ れ て い な く 、 か つ 本 発 明 の 重 心 の 所 在 で も あ る 。 以 下 に 従 来 の
電 子 体 温 計 の 欠 点 を 挙 げ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
１ ． （ 図 １ を 参 照 く だ さ い ） 従 来 の 電 子 体 温 計 に は 体 温 計 本 体 １ ０ 、 本 体 １ ０ に 連 結 さ れ
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る 測 定 端 ２ １ 、 測 定 端 ２ １ の 端 部 に 設 け ら れ て あ る 金 属 ヘ ッ ド ２ ２ が 含 ま れ 、 体 温 計 本 体
１ ０ に は 表 示 部 材 １ ３ 及 び 押 し ボ タ ン ・ ス イ ッ チ １ ４ が 含 ま れ る 。
図 ２ を 参 照 く だ さ い 。 従 来 の 電 子 体 温 計 の 測 定 端 ２ １ の 端 部 に 設 け ら れ て あ る 金 属 ヘ ッ ド
２ ２ 内 に は 水 滴 状 の サ ー ミ ス タ ー （ Ｔ ｈ ｅ ｒ ｍ ｉ ｓ ｔ ｏ ｒ ） ２ ３ が 含 ま れ 、 そ の サ ー ミ ス
タ ー ２ ３ は 金 属 ヘ ッ ド ２ ２ 内 に 充 填 さ れ て あ る 導 熱 に わ か ２ ４ に 固 定 さ れ 、 か つ 導 線 ２ ５
に 接 続 さ れ て あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 ３ を 参 照 く だ さ い 。 温 度 の 測 定 を 始 め た 場 合 、 熱 は 測 定 さ れ る 人 体 か ら 熱 流 ３ １ の 如 く
金 属 ヘ ッ ド ２ ２ へ 伝 わ り 、 そ し て セ ン サ ー ２ ３ へ 伝 導 さ れ 、 同 時 に 多 く の 熱 は 導 熱 に わ か
２ ４ へ 、 ま た は 導 熱 に わ か ２ ４ か ら 測 定 端 部 ２ １ へ 熱 流 ３ ２ に な っ て 流 失 し 、 か つ 大 部 分
の 熱 は 金 属 ヘ ッ ド ２ ２ か ら 直 接 測 定 端 部 ２ １ へ 熱 流 ３ ３ と な っ て 流 失 し 、 一 部 の 熱 は 導 線
２ ５ を 経 て 熱 流 ３ ４ に な る 。 こ れ ら 熱 流 の す べ て は 各 部 分 が 熱 バ ラ ン ス に 達 し て か ら 流 失
す る 。 金 属 ヘ ッ ド ２ ２ は 体 積 が 大 き い の で 熱 バ ラ ン ス に 達 す る 時 間 が 長 く 、 約 ６ ０ ～ ９ ０
秒 か か る 。
上 記 よ り 続 い て 、 従 来 の 電 子 体 温 計 の 測 定 に 時 間 が か か る 主 な 原 因 は プ ロ ー ブ （ ｐ ｒ ｏ ｂ
ｅ ） の 体 積 が 大 き す ぎ 、 本 当 に 測 定 に 使 わ れ る セ ン サ ー が 熱 バ ラ ン ス に 達 し 、 プ ロ ー ブ 全
体 が バ ラ ン ス し て か ら 達 成 さ れ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
２ ． １ ９ ８ ０ ～ １ ９ ９ ０ 年 の 間 、 多 く の 特 許 に 電 子 体 温 計 の 測 定 時 間 を 短 縮 す る 方 法 が 提
案 さ れ た 。 図 ４ を 参 照 く だ さ い 。 例 え ば 、 金 属 ヘ ッ ド ４ ２ 及 び そ の 内 部 に 密 着 す る 第 一 サ
ー ミ ス タ ー ４ ３ と 第 二 サ ー ミ ス タ ー ４ ４ を 含 む 体 温 計 本 体 ４ １ が 設 け ら れ 、 金 属 ヘ ッ ド ４
２ の 内 部 は 腔 室 ４ ５ で あ り 、 第 一 サ ー ミ ス タ ー ４ ３ と 第 二 サ ー ミ ス タ ー ４ ４ に は 主 要 回 路
と の 連 結 に 供 さ れ る 導 線 ４ ６ が 接 続 さ れ て あ る も の が あ る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 他 に 金 属
ヘ ッ ド ４ ２ 末 端 の 本 体 ４ １ に 接 近 す る 測 定 端 に は 加 熱 部 材 ４ ８ が 設 け ら れ 、 導 線 ４ ６ に よ
っ て 制 御 回 路 に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
図 ５ を 参 照 く だ さ い 。 体 温 計 本 体 ４ １ が 体 温 の 測 定 に 使 わ れ た ら 熱 流 ５ １ は 金 属 ヘ ッ ド ４
２ か ら 第 一 サ ー ミ ス タ ー ４ ３ へ 伝 わ り 、 更 に 第 二 サ ー ミ ス タ ー ４ ４ へ 伝 わ る が 、 こ の 時 熱
は 同 時 に 熱 流 ５ ２ 及 び ５ ３ を 形 成 し て 金 属 ヘ ッ ド ４ ２ か ら 体 温 計 本 体 ４ １ の 測 定 端 部 へ 流
失 す る 。
そ の 特 許 内 容 に は 第 一 サ ー ミ ス タ ー ４ ３ 及 び 第 二 サ ー ミ ス タ ー ４ ４ の 間 は 測 定 開 始 時 に 温
度 差 が あ る の で 、 温 度 差 が あ る 程 度 に 達 し た ら 加 熱 部 材 ４ ８ を 始 動 し て 加 熱 し 、 熱 流 ５ ２
は 加 熱 部 材 ４ ８ の 加 熱 に よ っ て 熱 阻 隔 が 小 さ く な り 、 熱 流 ５ ２ の 熱 は 加 熱 部 材 ４ ８ に よ っ
て 補 償 さ れ る と 提 出 さ れ て い る 。 温 度 測 定 の 完 成 は 第 一 サ ー ミ ス タ ー ４ ３ 付 近 の 熱 バ ラ ン
ス が 達 成 す る こ と を 待 つ だ け で 、 す な わ ち 加 熱 部 材 ４ ８ 前 端 の 金 属 ヘ ッ ド ４ ２ 及 び 導 線 ４
６ の 熱 バ ラ ン ス が 達 成 さ れ れ ば よ い 。 そ の 他 エ リ ア へ の 熱 流 は 減 少 し 、 熱 バ ラ ン ス は 達 成
し や す い の で 、 そ の 測 定 時 間 は ４ ～ １ ５ 秒 内 ま で に 短 縮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 記 よ り 続 い て 、 こ の 種 の 体 温 計 は 金 属 ヘ ッ ド ４ ２ に に わ か が 充 填 さ れ て い な い の で 、 熱
容 積 を 減 少 す る こ と が で き 、 金 属 ヘ ッ ド ４ ２ の 端 部 及 び 側 部 の セ ン サ ー （ 例 え ば サ ー ミ ス
タ ー ４ ３ 、 ４ ４ ） 二 つ を 通 じ て 温 度 差 を 測 定 し 、 加 熱 部 材 ４ ８ を 制 御 し て 熱 の 補 償 が 提 供
さ れ 、 金 属 ヘ ッ ド の 端 部 と そ の 他 部 分 に 熱 阻 隔 （ ｔ ｈ ｅ ｒ ｍ ａ ｌ ｌ ｙ 　 ｉ ｓ ｏ ｌ ａ ｔ ｅ ）
が 形 成 さ れ て 測 定 時 間 が 短 縮 さ れ る 。
と こ ろ が こ の 種 の 体 温 計 は 加 熱 部 材 及 び 高 値 な マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ー を 使 用 し て 加 熱 部 材
を 制 御 し な け れ ば な ら な い 欠 点 が あ る の で 、 コ ス ト は 従 来 の 体 温 計 よ り も は る か に 高 く な
り 、 か つ 導 線 ４ ６ を 経 る 熱 流 ５ ４ は 考 慮 さ れ て い な い の で 、 熱 バ ラ ン ス に 達 す る 時 間 を 影
響 す る 主 要 原 因 に な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 加 熱 部 材 及 び 高 値 な マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ー が 含 ま れ 、 そ の マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ー の
主 要 は 予 測 式 演 算 法 （ ｐ ｒ ｅ ｄ ｉ ｃ ｔ ｉ ｖ ｅ 　 ａ ｌ ｇ ｏ ｒ ｉ ｔ ｈ ｍ ） に よ っ て 測 定 結 果 を
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推 測 す る が 、 プ ロ ー ブ が 台 か ら 取 り 出 さ れ る と 加 熱 部 材 は プ ロ ー ブ の 金 属 ヘ ッ ド を あ る 特
定 の 温 度 ま で に 加 熱 す る も の が あ る （ 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。 そ の 後 は 予 測 式 演 算 法 に よ り セ
ン サ ー が 実 際 に 測 定 し た 温 度 に よ っ て 最 終 温 度 を 推 測 し 、 そ の 云 う 測 定 時 間 は 約 ４ ～ １ ５
秒 で あ る 。
こ の 方 式 の 体 温 計 に は 内 部 に 設 け ら れ て あ る 加 熱 部 材 と ／ ま た は 高 値 な マ イ ク ロ プ ロ セ ッ
サ ー 及 び 複 雑 な 回 路 が 含 ま れ て あ る 。 こ の 増 え た 部 材 及 び 回 路 は 値 段 を 高 く し 、 か つ 製 品
の 体 積 も 大 き く な り 、 家 庭 用 に は 適 し な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
３ ． ま た 、 別 に 加 熱 し な く て も よ い 快 速 体 温 計 の 改 善 構 造 が 開 示 さ れ 、 図 ６ に 示 す 如 く 、
そ れ に は 体 温 計 本 体 ６ １ が 設 け ら れ 、 そ れ は 測 定 端 ６ ２ と 、 本 体 ６ １ の 測 定 端 ６ ２ の 端 部
に 設 け ら れ て あ る 金 属 ヘ ッ ド ６ ３ を 含 み 、 金 属 ヘ ッ ド ６ ３ の 先 端 内 部 に は セ ン サ ー ６ ４ が
含 ま れ 、 そ の セ ン サ ー ６ ４ は 多 少 の に わ か を も っ て 金 属 ヘ ッ ド ６ ３ の 内 壁 に 接 着 さ れ 、 か
つ 導 線 ６ ５ に 接 続 さ れ て 主 要 回 路 と の 連 結 に 使 わ れ る （ 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 ７ は 図 ６ 体 温 計 の 改 善 構 造 の 熱 の 流 れ を 表 し た も の で あ る 。 体 温 計 本 体 ６ １ で 体 温 を 測
定 し た 場 合 、 熱 は 測 定 さ れ る 人 体 か ら 熱 流 ７ １ の 如 く 金 属 ヘ ッ ド ６ ３ に 伝 わ り 、 そ し て セ
ン サ ー ６ ４ へ 伝 導 さ れ 、 同 時 に 金 属 ヘ ッ ド ６ ３ に よ っ て 熱 流 ７ ２ が 発 生 し 、 並 び に 導 線 ６
５ を 経 て 熱 流 ７ ３ が 発 生 す る 。 そ の 特 許 は 金 属 ヘ ッ ド ６ ３ の 熱 容 積 の 減 少 及 び 測 定 さ れ る
人 体 の 温 度 対 長 い 金 属 ヘ ッ ド ６ ３ の 自 然 加 熱 を 利 用 し て 熱 阻 隔 が 形 成 さ れ 、 熱 流 ７ ２ は 減
少 す る 。 熱 流 ７ ３ は 極 細 い 導 線 の 使 用 に よ っ て 縮 小 さ れ 、 そ の 特 許 で は 測 定 時 間 を ２ ０ ～
３ ０ 秒 ま で に 短 縮 で き る と 云 う 。
【 ０ ０ １ １ 】
体 温 計 の 測 定 時 間 は セ ン サ ー ６ ４ 付 近 の 熱 バ ラ ン ス の 達 成 速 度 に 取 り 決 め ら れ 、 そ の 熱 流
は ７ ２ 及 び ７ ３ で あ り 、 迅 速 に 熱 バ ラ ン ス を 達 成 す る に は セ ン サ ー ６ ４ 及 び 金 属 ヘ ッ ド ６
３ の 熱 容 積 を 効 果 的 に 減 少 し な け れ ば な ら な く 、 そ れ は 高 価 な 部 品 を 使 用 す る 可 能 が あ り
、 例 え ば そ の 特 許 に は 適 用 す る セ ン サ ー は ５ ０ ３ Ｆ Ｔ － ３ Ｐ で 、 従 来 の ５ ０ ３ Ｅ Ｔ で は な
い と 開 示 し 、 セ ン サ ー ５ ０ ３ Ｆ Ｔ － ３ Ｐ の 価 格 は 従 来 の ５ ０ ３ Ｅ Ｔ の 約 四 倍 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た そ の 体 温 計 の 構 造 に は 細 い 導 線 ６ ５ が 使 用 さ れ て い る が 、 そ れ で も 熱 流 ７ ３ を 完 全 に
減 少 す る こ と が で き な く 、 金 属 ヘ ッ ド ６ ３ が 外 界 か ら 熱 が 絶 え ず 供 給 さ れ て 熱 バ ラ ン ス が
達 成 さ れ た 場 合 、 熱 は 依 然 導 線 ６ ５ を 通 じ て 絶 え ず 流 失 し 、 そ の た め に 測 定 時 間 は 長 く な
る 。 そ の 導 線 ６ ５ も 金 属 で あ り 、 導 熱 性 が よ い の で 、 そ の 構 造 の セ ン サ ー ６ ４ 付 近 か ら 熱
が 外 へ 流 失 す る 主 要 部 分 に な る 可 能 が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
ア メ リ カ 特 許 ４ ， １ ８ ３ ， ２ ４ ８
【 特 許 文 献 ２ 】
ア メ リ カ 特 許 ５ ， ６ ３ ２ ， ５ ５ ５
【 特 許 文 献 ３ 】
Ｐ Ｔ Ｃ 　 Ｗ Ｏ 　 ０ ０ ／ ２ ２ ３ ９ ６
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 の 目 的 は そ れ の 感 知 す る 温 度 が 迅 速 に 熱 バ ラ ン ス に 達 し 、 及 び 快 速 に 導 熱 さ れ 、 そ
れ に よ っ て 正 確 な 温 度 が 快 速 に 表 れ る 体 温 計 の 構 造 の 提 供 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
そ の 構 造 は 、 体 温 計 の 測 定 端 の 金 属 ヘ ッ ド 内 に 、 導 線 自 身 の 自 然 な 弾 力 性 ま た は 導 熱 性 の
い い 粘 着 剤 を 運 用 し 、 セ ン サ ー 及 び 接 続 さ れ る 導 線 の 全 部 ま た は 大 部 分 を 金 属 ヘ ッ ド の 内
壁 に 緊 密 に 接 触 さ せ （ 少 な く と も ０ ． ３ セ ン チ 以 上 、 最 適 実 施 例 で は ３ セ ン チ ） 、 そ れ に
よ っ て 導 線 部 分 は セ ン サ ー 周 囲 の 熱 が 流 失 す る 部 分 に な ら な い よ う に な り 、 更 に 進 ん で 熱
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補 償 の 来 源 に な り 、 金 属 ヘ ッ ド が 測 定 時 に 外 界 の 測 定 さ れ る 人 の 自 然 加 熱 に よ っ て 熱 バ ラ
ン ス が 達 し た 場 合 、 導 線 は 金 属 ヘ ッ ド 内 部 に 緊 密 に 接 着 し て い る の で 、 そ れ の 熱 バ ラ ン ス
も 直 ち に 達 成 さ れ 、 か つ セ ン サ ー 周 囲 の 熱 バ ラ ン ス も よ り 容 易 に 達 成 さ れ 、 快 速 に 正 確 な
温 度 を 表 わ し 、 測 定 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ８ 、 図 ９ を 参 照 く だ さ い 。 本 発 明 の 実 施 例 の 構 造 に は 体 温 計 本 体 が 設 け ら れ （ 図 面 に は
示 さ れ て い な い ） 、 本 体 に は デ ィ ス プ レ イ 、 ス イ ッ チ が 設 け ら れ て も よ い が 、 そ れ は 従 来
の 構 造 で あ る た め 、 こ こ で は 余 計 な 説 明 を し な い 。 本 発 明 の 実 施 例 の 体 温 計 本 体 の 前 方 に
は 一 体 し て 測 定 端 １ が 延 伸 さ れ 、 そ の 測 定 端 と 体 温 計 本 体 の 最 適 な 実 施 例 は プ ラ ス チ ッ ク
か ら 作 ら れ 、 測 定 端 １ の 端 部 に は 金 属 ヘ ッ ド ２ が 結 合 さ れ て あ り 、 測 定 端 １ と 金 属 ヘ ッ ド
２ は 粘 着 剤 ３ に よ っ て 結 合 さ れ る 。 測 定 端 １ と 金 属 ヘ ッ ド ２ が 結 合 す る 端 部 の 外 側 に は 基
本 の 階 部 が 設 け ら れ て あ る 他 、 更 に 凹 溝 １ １ が 設 け ら れ 、 そ の 凹 溝 １ １ と 金 属 ヘ ッ ド ２ が
粘 着 剤 ３ に よ っ て 結 合 さ れ た 時 に は 自 然 に ゴ ム 環 が 形 成 さ れ て 防 水 の 機 能 が あ る よ う に な
り 、 か つ 粘 着 剤 ３ は よ り 堅 固 に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
金 属 ヘ ッ ド ２ の 内 部 に は 温 度 セ ン サ ー ４ が 設 置 さ れ 、 そ の セ ン サ ー ４ は 温 度 と 関 連 す る 抵
抗 、 例 え ば 従 来 の サ ー ミ ス タ ー ５ ０ ３ Ｅ Ｔ で あ り 、 セ ン サ ー ４ に は 導 線 ５ が 接 続 さ れ て 温
度 の 計 算 及 び 表 示 を 行 う 主 要 回 路 に 接 続 さ れ る 。
金 属 ヘ ッ ド ２ の 内 部 に 於 い て 、 導 線 ５ は 自 身 の 自 然 な 弾 力 性 ま た は 導 熱 性 の よ い 粘 着 剤 を
利 用 し 、 セ ン サ ー ４ 及 び 接 続 さ れ る 導 線 ５ の 全 部 ま た は 大 部 分 を 金 属 ヘ ッ ド ２ の 内 壁 に 緊
密 に 接 触 さ せ （ 本 発 明 の 最 適 な 実 施 例 で は 導 線 ５ の 前 半 は 直 接 貼 り 付 け ら れ 、 後 半 分 は コ
イ ル 状 に な っ て 接 触 し て い る ） 。 も し 金 属 ヘ ッ ド の 内 径 よ り 大 き い コ イ ル 状 導 線 を 使 い （
セ ン サ ー ４ は 導 線 ５ に 接 続 さ れ る ） 、 そ し て 回 す よ う に 導 線 ５ を 金 属 ヘ ッ ド ５ 内 に 詰 め 込
む 場 合 、 従 来 の セ ン サ ー ４ 用 導 線 ５ は 銅 被 覆 鋼 線 （ Ｃ Ｐ 　 ｗ ｉ ｒ ｅ ） で あ る た め 、 そ れ の
弾 力 性 は 極 め て よ く 、 自 身 の 自 然 な 弾 力 性 を 利 用 す れ ば 金 属 ヘ ッ ド の 内 壁 に 緊 密 に 接 触 す
る こ と が で き る 。 ま た は セ ン サ ー ４ 及 び 接 続 さ れ る 導 線 ５ を 直 接 貼 り 付 け る 方 式 を も っ て
金 属 ヘ ッ ド ２ の 内 壁 に 固 定 し 、 緊 密 な 接 触 が 形 成 さ れ る 。
そ の 全 部 ま た は 大 部 分 が 金 属 ヘ ッ ド ２ の 内 壁 と 緊 密 に 貼 り 付 け ら れ る 導 線 ５ 部 分 は 最 少 で
０ ． ３ セ ン チ 以 上 、 最 適 な 実 施 例 で は ３ セ ン チ で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
金 属 ヘ ッ ド ２ の 内 壁 と 緊 密 に 接 触 す る 導 線 ５ の 後 端 に は 金 属 ヘ ッ ド ２ の 内 腔 壁 と 密 接 す る
導 熱 係 数 の 低 い 硬 質 ま た は 軟 質 の 固 定 材 ６ 、 例 え ば ポ リ ロ ン ま た は 発 泡 ス チ ロ ー ル 等 材 料
が 使 わ れ 、 固 定 材 ６ と 内 腔 壁 の 摩 擦 力 ま た は 膨 張 の 力 を 利 用 し て 導 線 ５ を 固 定 し 、 並 び に
導 線 ５ が 滑 る こ と を 防 ぎ 、 同 時 に 金 属 ヘ ッ ド ２ と 測 定 端 １ の 端 部 を 連 結 し 、 か つ 粘 着 材 ３
の 支 え に も な る こ と が で き 、 粘 着 材 ３ が 金 属 ヘ ッ ド ２ の 前 端 内 に 流 れ 込 む こ と を 防 ぐ 。 そ
の 固 定 材 ６ が ま だ 金 属 ヘ ッ ド ２ 内 に 詰 め 込 ん で い な い 前 、 そ れ は 直 径 が 金 属 ヘ ッ ド ２ の 内
径 よ り も 大 き い 立 体 の 半 円 球 状 で あ っ て も よ く 、 金 属 ヘ ッ ド ２ に 詰 め 込 ま れ る と そ れ の 周
辺 環 側 ７ は 圧 迫 さ れ て 変 形 し て 金 属 ヘ ッ ド ２ の 内 壁 と 緊 密 に 接 触 し 、 固 定 材 ６ の 前 方 は 金
属 ヘ ッ ド ２ の 内 壁 と 緊 密 に 接 触 し な い 円 錐 状 に な り 、 こ う な れ ば 固 定 材 ６ の 周 辺 環 側 ７ と
金 属 ヘ ッ ド ２ の 接 触 面 積 は 小 さ く な り 、 熱 容 積 を 効 果 的 に 減 少 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 １ ０ を 参 照 く だ さ い 。 本 発 明 の 実 施 例 の 体 温 計 で 温 度 を 測 定 す る 場 合 、 熱 は 測 定 さ れ る
人 体 か ら 熱 流 ８ １ の 如 く 金 属 ヘ ッ ド ２ へ 伝 わ り 、 そ れ か ら セ ン サ ー ４ へ 伝 導 さ れ 、 同 時 に
金 属 ヘ ッ ド ２ に よ っ て 熱 流 ８ ２ が 発 生 し 、 金 属 ヘ ッ ド ２ 外 側 の 熱 は 充 分 に 供 給 さ れ る の で
、 そ の 熱 流 ８ ２ は 大 き く な い 。 ま た 、 導 線 ５ に 対 す る セ ン サ ー ４ の 熱 容 量 が 大 き い の で 、
熱 バ ラ ン ス に 達 す る に は や や 多 く の 熱 が 必 要 で あ る 。 導 線 ５ は 金 属 材 料 で あ り 、 導 熱 性 が
よ く 、 か つ 金 属 ヘ ッ ド ２ の 内 側 に 接 触 し て い る の で 、 熱 流 ８ ３ は 発 生 し 、 熱 は 導 線 ５ を 経
て セ ン サ ー ４ へ 伝 導 さ れ る 。 も ち ろ ん 導 線 ５ 自 身 も 粘 着 剤 ３ エ リ ア 及 び 測 定 端 １ へ 熱 流 ８
５ が 発 生 し 、 緊 密 に 接 触 す る 導 線 ５ は 長 さ が 長 く 、 か つ 金 属 ヘ ッ ド ２ と 緊 密 に 接 触 し て い
る の で 、 外 界 か ら 熱 の 補 充 が 早 く 、 導 線 ５ の 適 当 個 所 に は 自 然 に 熱 阻 隔 ８ ４ が 形 成 さ れ 、
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熱 流 ８ ２ は セ ン サ ー ４ の 付 近 に 対 し て ほ と ん ど 影 響 を 起 こ さ な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
セ ン サ ー ４ の 周 囲 エ リ ヤ の 熱 バ ラ ン ス を も っ て 分 析 す れ ば 、 導 線 ５ 部 分 の 熱 流 は こ れ ま で
と 違 っ て 外 へ 流 失 し な く 、 逆 に 熱 を セ ン サ ー ４ へ 伝 導 さ れ る 。 周 囲 の 金 属 ヘ ッ ド ２ が 熱 バ
ラ ン ス に 達 し た 場 合 、 導 線 ５ 及 び セ ン サ ー ４ の 熱 バ ラ ン ス も 迅 速 に 達 成 さ れ 、 額 外 の 加 熱
及 び 値 段 の 高 い 部 品 を 使 わ な く て も 測 定 時 間 を 効 果 的 に 減 少 す る こ と が で き る 。 本 発 明 の
発 明 者 が 絶 え ず 試 験 を 行 っ た 結 果 、 本 発 明 の 実 施 例 の 体 温 計 の 測 定 時 間 は １ ０ ～ ２ ５ 秒 ま
で に 短 縮 す る こ と が で き る 。
ま た 、 本 発 明 の 実 施 例 の 金 属 ヘ ッ ド ２ の 長 さ は 従 来 の も の よ り 長 い の で （ 一 般 は ９ ミ リ で
あ る ） 、 金 属 ヘ ッ ド ２ の 内 部 空 間 を 増 や し て 導 線 ５ の 取 り 付 け を 便 利 に し 、 皮 膚 と の 感 熱
接 触 面 積 を 増 や す こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 従 来 の 電 子 体 温 計 を 示 す 上 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の 電 子 体 温 計 の 金 属 ヘ ッ ド 内 部 の 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 構 造 で 測 定 し た 時 の 熱 流 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ア メ リ カ 特 許 ４ ， １ ８ ３ ， ２ ４ ８ 番 に 開 示 さ れ た 金 属 ヘ ッ ド の 内 部 構 造 を 示 す 断
面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の 構 造 で 測 定 し た 時 の 熱 流 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 Ｐ Ｔ Ｃ 　 Ｗ Ｏ 　 ０ ０ ／ ２ ２ ３ ９ ６ 特 許 請 求 案 に 開 示 さ れ た 金 属 ヘ ッ ド の 内 部 構 造
を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の 構 造 で 測 定 し た 時 の 熱 流 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 迅 速 に 反 応 す る 電 子 体 温 計 の 測 定 端 の 金 属 ヘ ッ ド の 構 造
を 示 す 外 観 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 迅 速 に 反 応 す る 電 子 体 温 計 の 測 定 端 の 金 属 ヘ ッ ド 内 部 の
構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ の 構 造 で 測 定 し た 時 の 熱 流 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 測 定 端
２ 　 金 属 ヘ ッ ド
３ 　 粘 着 剤
４ 　 セ ン サ ー
５ 　 導 線
６ 　 ポ リ ロ ン
７ 　 環 側
１ １ 　 凹 溝
８ １ 、 ８ ２ 、 ８ ３ 、 ８ ５ 　 熱 流
８ ４ 　 熱 阻 隔
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摘要(译)

解决的问题：提供一种温度计的结构，其中感测到的温度迅速达到热平
衡，并迅速进行以迅速给出准确的温度。 解决方案：在温度计的测量端
1的金属头2中，操作具有导线5的自然弹性或导热性的粘合剂5，并且操
作传感器4和要连接的导线5的全部或大部分。 金属头2与金属头2的内壁
紧密接触，从而导线5的部分不会成为损失传感器4周围的热量的部分，
并且进一步发展为热补偿源。 当通过被测者的自然加热达到热平衡时，
导体5紧密地粘附到金属头2的内部，从而立即实现热平衡，并且传感器4
周围的热平衡更容易。 它是一种电子温度计，可以实现快速准确的温度
测量，并且可以缩短测量时间。 [选型图]图1
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